
派 遣 報 告 書（報告者：篠田 雅智 ） 

 
大会名 第４６回Ｕ１２全九州バスケットボール鹿児島大会 

開催地 鹿児島県 

日 時 令和 8 年 2 月 21 日（土）～ 22 日（日）  

担当ｹﾞｰﾑ 1 （女子）盈進 （鹿児島）  vs  長崎Ｊｒ．（長崎） 

相手審判    CC：篠田 雅智（大分） U1：松浦 由依（宮崎）  

（担当ゲーム１）Pre-Game Conference 

・お互いのプライマリの確認 

・ＴＯとの連携・確認 

・ベンチとのコミュニケーションの確認 

・キープレイヤーの確認 

（担当ゲーム１）Post-Game Conference 

・序盤からお互いチームのシリンダーを超える手の判定基準に悩む展開となった。 

 両ベンチからのアピールに対してコミュニケーションを図るも U-12 というフィジカルが未成熟な選手

の    

 為、すぐに笛を吹かなければならない展開が続いたが、相手レフェリーとのアイコンタクトを含む連携

が取れ最終的には大きな問題は起きず無事ゲームを終了する事が出来た。 

 

担当ｹﾞｰﾑ 2 （女子）明道 （宮﨑） vs  池田（熊本） 

相手審判 CC：篠田 雅智（大分）  U1：田丸 祥子（鹿児島） 

（担当ゲーム１）Pre-Game Conference 

・お互いのプライマリの確認 

・アングルを捉える為の動きの確認 

・前担当ゲームでのＴＯミスの確認 

・キープレイヤーの確認 

（担当ゲーム１）Post-Game Conference 

・終始相手レフェリーとコミュニケーションが取れスムーズにゲーム運営が出来た。 

・クォータータイム後やタイムアウト後になかなか選手が出て来てもらえず、促し方をもう少し強くした

り、両ベンチに話をすればもう少しスムーズなゲーム運営が出来たのではと思った。 

 

 

 

 

 

 



 

担当ｹﾞｰﾑ 3 （女子） 隈之城（鹿児島） vs  都城東（宮崎） 

相手審判 CC：篠田 雅智（大分）  U1：筒口 蒼天（佐賀） 

（担当ゲーム１）Pre-Game Conference 

・キープレイヤーの確認 

・ＴＯ確認 

・プライマリの確認 

・オポジットからのスローイン後の動きの確認 

（担当ゲーム１）Post-Game Conference 

・終始シーソーゲームではあったがお互いのアイコンタクトやコミュニケーションで無事ゲームを終える

ことが出来た。 

・リードポジションでエッジからの３Ｐショット確認時にベースラインに近すぎ足元の確認を優先するあ

まり、選手全体を捉える事が出来ず自分の立ち位置を考えさせられる場面があった。 

 

 

担当ｹﾞｰﾑ 4 （男子） ツインスターズ（福岡） vs  上田小（沖縄） 

相手審判 CC：篠田 雅智（大分）  U1：田丸 祥子（鹿児島） 

（担当ゲーム１）Pre-Game Conference 

・キープレイヤーの確認 

・プライマリの確認 

・リードポジションでの動き方の確認 

・ベンチとのコミュニケーションの確認 

（担当ゲーム１）Post-Game Conference 

・イリーガルな事象を判定したらそれ以降同じような事象が起きないクリーンなゲームであった。 

 ４ＱＬ２Ｍからのファールゲームになるような場面でもお互いが最後までクリーン・ザ・バスケットを

徹底してくれスムーズにゲーム運営が出来た。 

・その中でトレイルポジションでの動きでリバウンド時の確認をする際のペネトレイトの動きが小さすぎ

見えない事象がいくつかあったのでもう少し動きに工夫が必要だと感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

今大会に参加しての感想など 

今大会は、すべて２ＰＯでのゲームなので県内で言われていたリード・トレイルポジションでの動きを

自分の中でより深く意識をして担当ゲームに臨ませていただきました。 

 ３ＰＯとは違い動きながら、またプレーの予測、プレーへの理解とより丁寧に行こうと決めて入ったゲ

ームでも不意なイリーガルの事象に対応出来なかった場面もありもっと研鑽が必要だと感じました。 

 今大会では相手レフェリーや担当ゲームに恵まれ、大きな問題はなかったがいつ何が起きるか分からな

い為ルールブックの熟読と理解をより深め、県内で割当を頂いた際にはそれを遺憾なく発揮できるよう努

めたいと思います。 

今回、派遣していただきました大分県バスケットボール協会の皆様、審判委員会の方々へ深く感謝し報

告とさせていただきます。 

 


